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実習期間：平成 25 年２月 12 日（火）～ 25 日（月）
実 習 先：140 保育所




実 習 先：51 施設（乳児院１  児童養護施設９　障がい児・者支援施設 41）




実習期間：平成 25 年 11 月５日（火）～ 18 日（月）
実 習 先：137 保育所
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Analysis of Discrepancies found in the Evaluation of 












において，全国集計 53.4% をはるかに上回る 73.3% の児童が被虐待経験を有していたこと，
また，乳児院から B児童養護施設への措置変更児童数の多さを全国との比較によって示
した。さらに，全国集計を 23.4% も上回る 62.2% の児童に何らかの障がいがあり，うち発
達障がいが 42.2% と高い割合を占めていることも明らかとなった。
　以上のように児童養護施を例に挙げてみても，入所する児童の援助，及び児童の保護者
に対する支援に際して求められることなど，施設職員として必要とされる専門性は多岐に
わたることが想定される。
　このような施設の厳しい現実に対応すべく，専門性を深める授業と実習事前事後指導の
充実が求められることとなるが，実習前指導の内容として，実習に臨むにあたってのマナ
ーや最低限のルール，実習を成立させるための基本的な事項の確認に力を注がざるを得な
い現実がある。また，事前事後指導のあり方として，本学では 210 名以上を一斉授業とい
う指導方法で行わなければならず，学生一人一人の思いを受け止める機会や成長したとい
う実感を，実習担当教員が持ちにくいことも問題点として挙げられる。この問題点を補う
重要なデータとなるのが「評価票」及び「自己評価」である。
　これらは，単に実習の評価のためのデータにとどまらず，実習の振り返りや今後の課題
を見いだす指標となり，事後指導の充実を図るものとなる。
　そこで本調査では，保育実習Ⅰｂ（施設実習）における「評価票」（実習先による学生評価）
及び「自己評価」（学生自身による評価・振り返り）に着目し，双方の“ズレ”から今後
の実習指導の課題や改善すべき点を見いだすことを目的とする。
